
第１層生活支援コーディネーター活動

令和７年６月１９日 函館市地域支え合い推進協議体



社会医療法人仁生会
について

受託期間

１．令和４年９月～令和７年３月

２．令和７年４月～令和12年３月



１．医療（西堀病院）

・外来（内科、外科、整形外科、形成・皮膚科）

・病棟（一般病棟、地域包括ケア病棟、回復期病棟、障がい者病棟）

・訪問診療（自宅、施設）

・へき地医療（奥尻町）



２．介護・福祉

・地域包括支援センター（西堀・神山）

・訪問リハビリテーション（訪問リハビリテーション西堀）

・通所リハビリテーション（通所リハビリテーション西堀）

・訪問看護ステーション（訪問看護ステーション西堀）

・居宅介護支援事業所（介護相談センター西堀）

・認知症対応型共同生活介護（グループホームにしぼり、神山）

・保育園（なかみち西堀保育園）



令和４年９月～令和７年３月

コーディネーター 2名体制



令和７年４月～令和12年３月

コーディネーター 3名体制



令和４年９月～令和７年３月

第２層との協働

〇生活支援コーディネーター連絡会

（毎月1回・コロナ禍～ZOOM）

・コーディネーター活動の報告

・活動に関する課題の共有

・第2層協議体等への参加



令和７年４月～令和12年３月

〇生活支援コーディネーター連絡会

（毎月1回・対面での協議を再開）

・コーディネーター活動の報告

・活動に関する課題の共有

・第2層協議体等への参画（全圏域）第２層との協働



令和４年９月～令和７年３月

ネットワークの構築

〇民生児童委員会

〇町会

〇民間企業

〇介護保険事業所

〇小中学校

〇高等学校

〇専門学校

〇短期大学・大学 など



令和７年４月～令和12年３月

ネットワークの構築

〇民生児童委員会

〇町会

〇民間企業

〇介護保険事業所

〇小中学校

〇高等学校

〇専門学校

〇短期大学・大学

〇多世代交流センター

〇サークル活動グループ



多世代交流センター（コンテ日吉）との連携







令和6年度 福祉コミュニティエリア地域再生協議会（令和6年8月30日開催）配布資料より



令和6年度 福祉コミュニティエリア地域再生協議会（令和6年8月30日開催）配布資料より



令和6年度 福祉コミュニティエリア地域再生協議会（令和6年8月30日開催）配布資料より



【多世代交流センターの活用】

・住民主体の助け合い活動等の重要性の周知
・生活支援コーディネータ活動の周知
・くらしのサポーター養成講座の開催
・キーパーソン、担い手の発掘



令和４年９月～令和７年３月

住民主体の助け合い活動の

普及啓発

〇町会、老人クラブ等への出前講座

〇機関紙作成、配布



令和７年４月～令和12年３月

住民主体の助け合い活動の

普及啓発

〇町会、老人クラブ等への出前講座

〇機関紙作成、配布

〇シンボルマーク（ラウ君、ポーちゃん）

〇SNSの活用

・生活支援コーディネーター公式LINE

・Instagram（インスタグラム）



ラウ君＆ポーちゃん



令和４年９月～令和７年３月

〇養成数 95名（学生）

くらしのサポーター養成





市内在住 Y氏

・85歳 女性 認知症
・夫を亡くしてからは一人暮らし
・市内に親族なし
・若いころは学生に教える仕事をしていた
・ヘルパー利用 週1回
・物忘れはあるが、カレンダーに予定を書き、確認する



市内在住 Y氏

・令和7年2月～月2回 朝、通学前の学生が2名で訪問し声掛け
・初めの数回は、訪問があることを忘れてしまい不在票が入ること
があった。

・現在は、見守り訪問が記憶に定着し、訪問を待っている。

担当ケアマネジャーからの一言
「ご本人はどんな人でも受け入れる社交的な性格。
学生と関わるのが好きなので、生活のハリになり
喜んでくれている。」



令和７年４月～令和12年３月

〇養成予定数 約250名（学生）

〇高齢者、一般市民等の養成

くらしのサポーター養成



高齢者自身の生きがいづくり

高齢者≠支援をしてもらう人



〇「元気な高齢者」を対象とした「くらしのサポーター養成」

【高齢者自身の健康・生きがいづくり】

・多世代交流での心身の活性化
・外出の機会による体力維持・向上
・役割による自己肯定感



令和４年９月～令和７年３月
・SNS活用が効果的な運営につながることを
示唆する結果

〇生活支援コーディネータ連絡会

・情報共有による把握
ニーズと資源の把握

課題の抽出

〇「ボランティア活動に参加する条件」
に関するアンケート調査を実施



令和７年４月～令和12年３月

ニーズと資源の把握

課題の抽出

〇地域での助け合い活動に関する調査

・アンケート調査

・ネットワーク構築機関等からの聞き取り

〇地域包括支援センター（第2層）から
の聞き取り調査



令和４年９月～令和７年３月

助け合い活動等の仕組みの

創出・充実

〇ちょこっと見守り

〇学生服リユース



学生服リユースプロジェクト



本通中学校
古着 ワクチンプロジェクトへ参加de



くらしさ函館本通デイサービスセンター



本通町会館



令和７年４月～令和12年３月

助け合い活動等の仕組みの

創出・充実

〇ちょこっと見守り（学生以外へ拡充）

〇学生服リユース（全市へ展開）

〇小中学校でのボランティア（生きがい）

〇市全体の課題に対応する活動の創出

〇創出した地域資源のマップを作成



令和４年９月～令和７年３月

市全体の地域課題の共有・協議

〇生活支援コーディネータ連絡会

・活動内容の共有
・地域課題の共有



令和７年４月～令和12年３月

市全体の地域課題の共有・協議

〇生活支援コーディネータ連絡会

・活動内容の共有
・地域課題の共有
・把握した課題の整理
・全市的な課題の整理（優先順位）
・課題解決策の協議

〇地域支え合い推進協議体（第1層協議体）

・地域課題について提案、協議



函館市地域支え合い推進協議体
委員のみなさまにアドバイスいただきたいこと

【くらしのサポーターの養成】

活動を持続可能なものにする工夫について

・サポーターの活動内容

・サポーターのモチベーションを維持する方法



ありがとうございました。


